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ホッケー応援

活 動の 様 子

瀬田駅頭活動の様子

立
命
館
大
学
東
京

キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問

母
校
瀬
田
小
学
校
創
立

1
5
0
周
年
式
典
参
列

伴
大
津
市
議
と
と
も
に
大
津
祭
へ

SAGA2024 国スポ応援

ビワコイ祭り訪問
滋賀県護國神社参拝 彦根市

中谷グループ
新米 300㎏贈呈式に立会

「
古
代
国
家
と
鉄
」訪
問

中
消
防
署
竣
工
式
に
参
列

石
山
寺
訪
問

第２回龍谷杯野球大会
開催叶う!!

あかい家のこどもクリニック
オムツ 1万枚贈呈式に立会

栄養士連盟ミニ集会に参加 「ここ滋賀」にてとび出し坊や
とお客様とともに記念写真

大商マルシェ in「ここ滋賀」
に応援

瀬
田
分
団
夜
警
出
動

今
年
は

　年
男
!!

② 

佐
賀
全
障
ス
ポ
大
会
滋
賀
県
選
手
団

　 

史
上
最
高
47
個
メ
ダ
ル
獲
得
‼

　 

２
競
技
で
大
会
新
記
録
樹
立
‼

① 

佐
賀
国
ス
ポ
大
会
滋
賀
県
選
手
団

    

男
女
総
合
８
位
入
賞

   「
び
わ
こ
国
体
」以
来
の
快
挙
達
成
‼

クッピト

グランドソフトボール応援

県選手団出発式

SAGA2024障スポ

開会式入場行進に参加‼

SAGA2024国スポ

この秋、いよいよ、
県内各地で開催‼
ガンバロー滋賀県選手団‼
県民みんなで応援しましょう‼

一
般
質
問

滋
賀
県
議
会
定
例
会
議

9
月
定
例
会

�

Ｑ
　�

ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
　
ロ
ン
ド
ン

　「
大
津
祭�

IN
ロ
ン
ド
ン
」の
開
催
に
つ
い
て

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の「
大
津
祭
」

は
動
く
文
化
財
と
も
い
わ
れ
、
世
界
の
伝
統
文
化
を

保
護
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
申
請

に
向
け
た
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
6
年
１
月
に
外
務
省
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
ロ

ン
ド
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「SPO

TLIG
HT O

N

　

LO
CAL JAPAN

」
に
「
マ
イ
ク
ロ
版
大
津
祭
」

が
採
択
さ
れ
、
11
月
30
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て 

「
大
津
祭 

IN
ロ
ン
ド
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
大
津
祭
の

披
露
展
示
や
お
囃
子
の
体
験
が
行
わ
れ
る
と
共
に
ロ

ン
ド
ン
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
私
は
「
大
津
祭 

IN
ロ
ン
ド
ン
」
開
催
を
契
機
と
し
、

そ
の
成
果
を
地
域
の
祭
り
へ
の
情
熱
を
紡
ぎ
、
担
い

手
な
ど
の
後
継
者
の
育
成
と
欧
米
豪
か
ら
の
誘
客
促

進
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
？

伺
う
。

Ａ
今
回
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
日
本
政
府 

観
光
局
や
国
際
文
化
協
会
な
ど
と
連
携
を
さ

ら
に
深
め
、
文
化
資
源
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
に
あ

る
欧
米
豪
に
対
し
て
ツ
ア
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
繋

げ
、一
層
の
誘
客
を
図
る
。
ま
た
、子
ど
も
達
に
「
ま

つ
り
」
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
参

画
を
促
し
、
担
い
手
継
承
の
機
運
を
更
に
盛
り
上
げ

て
い
く
。（
抜
粋
）

Ｑ
　�

東
京
日
本
橋
「
こ
こ
滋
賀
」
に
期
待
す
る

実
践
的
な
教
育
機
能
に
つ
い
て

　
本
県
の
首
都
圏
に
お
け
る
情
報
発
信
交
流
拠
点

「
こ
こ
滋
賀
」
が
東
京
日
本
橋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
橋
」
は
東
海
道
を
は
じ
め
五
街
道
の
出
発
点

で
あ
り
、「
近
江
商
人
」
と
の
深
い
繋
が
り
が
あ
る
。

　
現
在
、
県
内
高
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
地
元
企

業
と
企
画
立
案
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
商
店
街
な

ど
で
販
売
・
披
露
す
る
な
ど
、
学
校
の
外
に
出
て
、

社
会
で
学
ぶ
実
践
的
な
教
育
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
県
内
の
各
学
校
が
今
日
ま
で
取
り
組
み
、

積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
知
見
を
「
こ
こ
滋
賀
」
で
実

践
さ
れ
、
そ
の
成
否
を
通
じ
て
新
た
な
気
づ
き
を
得

11
月
定
例
会

�

Ｑ　

�

地
域
の
産
業
化
に
向
け
た
産
学
連
携
へ
の

支
援
に
つ
い
て
　
　

　
現
在
、
草
津
市
立
命
館
大
学
で
は
宇
宙
関
連
産
業

を
、
大
津
市
龍
谷
大
学
で
は
農
業
を
、
県
内
各
大
学

で
は
そ
の
専
門
性
を
活
か
し
地
域
の
企
業
団
体
等
と

の
連
携
の
動
き
が
加
速
化
し
て
い
る
。

　
滋
賀
県
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
大

学
や
研
究
機
関
か
ら
の
将
来
果
実
を
結
ぶ
可
能
性
の

高
い
研
究
分
野
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ズ
に
支
援
、
こ
れ
が

半
導
体
研
究
の
端
緒
と
な
る
取
り
組
み
に
つ
な
が
り
、

現
在
で
は
滋
賀
県
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
近
未
来
技

術
等
の
社
会
実
装
・
事
業
化
に
向
け
た
実
証
実
験
や

実
現
可
能
性
調
査
の
経
費
に
対
し
て
助
成
し
て
い
る
。

　
数
年
先
の
短
期
で
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ー

ズ
を
支
援
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
一
方
、
中
長
期

を
見
据
え
た
支
援
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
本
県
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
支
援
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
伺
う
。

Ａ
研
究
者
の
情
熱
や
努
力
、
挑
戦
を
し
っ
か

り
と
支
え
る
本
県
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型
太
陽
電
池
の
実
用

化
技
術
や
痛
く
な
い
注
射
針
の
開
発
な
ど
の
成
果
が

出
て
い
る
。

　
今
後
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
か
ら
最
先
端
の
技

術
、
事
業
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

る
支
援
に
取
り
組
む
。（
抜
粋
）

Ｑ�
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産
業
人
材
の
育
成
確
保
に
向
け
た
高
等
専

門
学
校
の
取
組
に
つ
い
て

　
若
者
の
理
工
系
離
れ
の
傾
向
が
続
く
現
状
、
児
童

生
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
が
進
路
選
択
を
行
う
際
の
主
な
相
談
者
で

あ
る
保
護
者
や
教
職
員
に
対
す
る
、
認
知
理
解
を
深

め
て
い
く
積
極
的
効
果
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
強
く
認
識
す
る
。

　
本
年
9
月
11
日
に
は
、
県
立
高
専
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
「
滋
賀
県
立
高
専
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第

二
回
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
県
立
高
専
が
目
指
す
、

学
び
の
特
長
や
育
成
す
る
人
物
像
、
卒
業
生
の
産
業

界
等
で
の
活
躍
イ
メ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
た
。

　
私
は
新
設
さ
れ
る
県
立
高
専
の
人
材
の
確
保
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
の
成
果
が
、
今
後
の
本
県
に
お

け
る
新
産
業
創
出
と
産
業
立
地
に
向
け
た
大
き
な
可

能
性
を
更
に
高
め
て
い
く
も
の
と
確
信
す
る
。

　
令
和
10
年
度
高
専
開
学
を
見
据
え
、
現
在
の
中
学

て
、
今
後
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

　
「
こ
こ
滋
賀
」
に
お
い
て
実
践
的
な
職
業
教
育
を

担
う
教
育
機
関
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
、
教

育
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
が
、

現
状
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
本
年
度
「
高
校
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
拠
点
校
に
指
定
し
て

い
る
大
津
商
業
高
校
の
生
徒
が
11
月
30
日
㈯
に
実
習

を
行
う
。

　
首
都
圏
で
の
新
た
な
学
び
の
機
会
を
得
て
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
地
域
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
高
校
の
授
業
と
し
て
は
県
下
初
め
て
の
取

り
組
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
津
商
業
高
校
の
実
習

成
果
が
県
内
の
他
の
高
校
へ
波
及
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。（
抜
粋
）

Ｑ　
滋
賀
県
文
化
財
保
存
基
金
の
今
後
に
つ
い
て

　
本
県
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

文
化
財
の
件
数
は
全
国
第
４
位
で
あ
る
。

　
平
成
25
年
に
「
滋
賀
県
文
化
財
保
存
基
金
」
が
新

設
さ
れ
、
文
化
財
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
保
存
修
理
に
要
す
る
指
導
や
経
費
に
対
し
て

国
・
県
・
地
元
市
町
が
支
援
補
助
し
、
国
民
的
財
産

と
し
て
文
化
財
を
社
会
全
体
で
支
え
る
保
護
の
仕
組

み
が
示
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
創
設
当
初
の
基
金
11
億
円
は
、
令
和
６

年
度
末
の
基
金
残
高
は
過
去
最
も
少
な
い
約
３
億
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
、
文
化
財
の
発
掘
や

再
評
価
に
よ
り
、
滋
賀
県
文
化
財
保
存
基
金
が
果
た

す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
認
識

し
、
更
な
る
基
金
の
積
み
増
し
、
具
体
的
に
は
18
億

円
程
度
必
要
と
考
え
る
。

　
基
金
残
高
が
最
も
少
な
い
現
状
を
ど
の
よ
う
に
解

決
さ
れ
、
当
初
の
目
的
を
果
た
さ
れ
る
の
か
？
今
後

の
展
望
を
伺
う
。

Ａ
県
内
の
文
化
財
を
次
世
代
に
確
実
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
重
要
な
責
務
と
考
え
る
。

　
今
後
も
時
期
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
計
画

的
か
つ
安
定
的
な
保
存
修
理
の
実
施
に
お
い
て
本
基

金
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
な
基
金
の
確
保
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
る
。

生
や
小
学
生
の
関
心
や
保
護
者
、
教
職
員
へ
の
理
解

を
高
め
る
取
り
組
み
つ
い
て
、
伺
う
。

Ａ
現
在
、
子
ど
も
達
に
早
い
段
階
か
ら
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
連
携
し
た
出
前
授
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
と
双
方
向
の
つ
な
が
り
広
げ
る

様
々
な
取
り
組
み
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
努
め
、
県
内
外

か
ら
の
子
ど
も
達
に
選
ば
れ
る
県
立
高
専
を
目
指
す
。

（
抜
粋
）


